
1－A－2  1995年度日本オペレーションズ・リサーチ学会  

春季研究発表会  

競合環境下における施設配置問題  
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この仮定の元で、平面上での2企業の配置戦  

略を扱ったDl・eZller川のモデルと同様に、以下  

に述べる2つの問題を考える。   

1．メソアノイド問題：企業Aが施設aを配  

置した後、その位置情報を知ったうえで企  

業Bが自己の獲得できる購買力を最大にす  

るように施設bの配置を決定する問題。  

2．セントロイド問題：企業Aが施設aを配  

置した後で企業BがB白身に最適な位置  

に施設bを置くことを考慮に入れて、A，B  

が施設を配置し終わった後の企業Aの獲得  

できる購買力が最大になるように施設aの  

配置を決定する問題。  

互いに相手の購買力を減らすような配置を考  

えるのではなくて、それぞれ自己の獲得できる  

購買力のみを考えそれを最大にするように配置  

する。  

1 はじめに  

競合環境下での施設の配置聞損は、直線上で  

の配置を扱ったのHotelling【2］の研究に始まり  

ネットワーク上や平面上において多くの研究が  

なされている。   

本研究では、一定の限界距離を超えると客の  

利用意欲が急速に衰えるような施設を平面上に  

配置する問題を考える。このような施設の例と  

しては簡易レストランや自動販売機などが考え  

られる。   

互いに競合関係にある2企業が施設を交互に  

配置する問題については、2つの問題、すなわ  

ちメジアノイド問題とセントロイド問題が考え  

られる。本研究ではこれを定式化し、これらの  

問題に対して最適解を求める方法を提案する。  

2 定式化  

平面上にIl個の需要点（客）が存在する市場に  

おいて、2企業が自己の利益のみを考え、より  

多くの晴買力の獲得をめざして施設を配置する  

問題を考える。2企業をA，Bとし、この順に1  

つずつ施設を配置できるものとする。市境に関  

して以下の仮定を設ける。   

1．客は一定の限界距離以上には出かけない  

2．客は限界内の施設は均等に利用する  

3．すべての客の限界距離は等しい  

4．距離は直角距離を用いる  

3 解法  

前処理として利用圏の重なりを列挙しそれぞ  

れについて重みを求める。直角距離を用いた場合  

の領域の重なりは、正方形の重なりを調べる問題  

としてとらえることができ、重なる正方形を列挙  

するには今井【3］で論じられている0（Ⅳlog∧r）  

のアルゴリズムが利用できる。   

本間題では、元の正方形どうしの重なりを判  

定して列挙するだけではなく新たに生成される  

長方形の重なり領域との重なりも調べる必要が  

ある。これは前記アルゴリズムに重なり方を求  

める手順を付加するだけであるが、最悪の湯合  
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N2で重なるため0（N2）の手間を要することにStep13・領域tでの獲得購買力R［tl・WをR［t】・1istに  

より再計算する   

Step14．RM．w＞amならばai＝t，am＝R［tl・W  

とする   

Step15．R［bi］．1ist中の全要素kについてP［k］・Wを  

初期値に戻す   

Step16．tを1増やす   

Step17．領域aiがセントロイド間福の解であり、ai  

に配置した企業Aの獲得購買力は少なくと  

もamである  

なる。前処理において平面上の領域を以下のよ  

うにラベル付けする。  

1．叫】．w＝領域iで獲得できる購買力  

2．R［i］．1ist＝領域iを構成する需要点のリスト  

すなわち、需要点kの位置を（P【k］・X，P【k］・y）、   

重みを P［k】．w で表したとき、需要点 k，   

1の重なる領域は R【i］・W＝P［kいⅤ＋P【1］・、V と   

R甘1ist＝（k，1）で表されることになる0  

以上の準備の後、以下のアルゴリズムによっ  

てメジアノイド問題とセントロイド問題の解を  

得ることができる。   

Stepl．R［i］．wをソートキーとして領域表Rを降順  
にソートする   

Step 2．h＝R［1］．w／2，a・m＝hとする   

Step 3．t＝1とし、R【t］．w＞hの間Step4～16  

を繰り返す   

Step4．R［t］．1ist中の全要素kについてP【k］・Wを半  

分にする   

Step 5．bm＝h，bi＝tとする   

Step 6．s＝1とし、R［s】．w＞hの間Step7～9を  

繰り返す   

Step 7・領域sでの樟得購買力R［s］・WをR［s】・1istに  

より再計算する   

Step 8・R［s］．w＞bmならばbi＝S，l）1n＝R［s］．w  

とする   

Step 9．sを1増やす   

SteplO．領域biが、企業Aが領域aiに配置した場  

合のメソアノイド問題の解であり、biに配  

置した企業Bの樺得購買力はblllである   

Stepll．R［t］．1ist中の全要素kについてP［k］．wを初  

期値に戻す   

Stel）12・R［bi］．1ist中の全要素kについてP［kいvを  

半分にする  

4 おわりに  

ここでは直角距離を用いて考えたが、ユーク  

リッド距離の場合にも利用圏の重なり領域を求  

める前処理段階が異なるだけで、最適配置の探  

索については同様のアルゴリズムが適用できる。   

ただし、ここで示したアルゴリズムはバック  

トラックを用いた悉皆探索であり効率の点で満  

足の行くものではなく、より効率の点いアルゴ  

リズムの探求が課題である。その検討結果につ  

いては発表会当日に報告したい。  
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